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№.６０ 松永和久 

【 積雪・降雪の中、皆さんのおかげです。 】 

〇 今朝は、今年度初めての積雪があり、子供たち 

は雪の中を登校してきました。登校中、各地域に 

毎朝立って、子供たちの登校を見守ってくださる 

方々がおられます。学校周辺でも、文化センター 

側と大門川側の両横断歩道に、毎朝立っておられ 

る方がおられます。今朝も降雪の中立って、子供 

たちの安全を見守っておられる姿を見て、感激と 

感謝の思いをもちました。 

〇 昼頃には、体育館周辺の駐車場等の広場を、業 

 者の方が除雪機を出して、車を停めたり歩いたり 

 しやすいようにしていただきました。みるみるう 

ちに、雪がすっかりなくなり、すごく安心感をも 

ちました。本当にありがとうございました。 

〇 昼休み時間には、多くの子供がグラウンドに出て、サッカーをしたり、雪だるまを

作ったりして、遊んでいました。普段の昼休み時間の 10 倍ほどの人数が出ているよう

に感じました。この様子を見て、雪は大人にとってはつらかったり心が晴々しなかっ

たりするものかもしれませんが、子供にとって心がうきうきしたり生活を楽しくした

りするものだと、改めて思います。 

〇 ３学期には、スキー学習が計画されています。昔に比べて家からスキー場に行く子

供も減ってきていると感じます。南砺市は雪が降る地域であり、スキー場もあります。

このような地域においては、年に１回は思いきって雪に親しむ時間があってもよいと

思います。今後、雪と子供とのよい関係の場がさらにあることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 


